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▉ 経常利益（営業外収益及び費用）

　経常利益は、持分法適用関連会社である株式会社ナックの収益が改善したこと等により営業外損益が改善したものの、
前期から12億95百万円（16.3%）減少し66億33百万円となりました。

▉ 親会社株主に帰属する当期純利益

　親会社株主に帰属する当期純利益は投資有価証券売却益の減少に加えて、コロナの影響を大きく受けた加盟店等に対
し見舞金（16億58百万円）を支給したことにより、前期から27億69百万円（49.5%）減少し28億21百万円となりました。
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営業利益 分析図 （百万円）

売上原価／売上原価率 販売費及び一般管理費／売上高販管費率

 売上原価（左軸）　  売上原価率  販売費及び一般管理費（左軸）　  売上高販管費率

2017 2018 2019 2020 2021（各年3月期）
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（百万円）

0

20

40

60

80

100
（%）

55.155.1 54.554.5 54.354.3 54.754.7

89,20489,204 87,80887,808 86,13886,138 87,04387,043

54.854.8

84,33584,335

2017 2018 2019 2020 2021（各年3月期）
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（百万円） （%）

41.141.1 40.840.8 40.740.7 41.241.2

66,60666,606 65,66465,664 64,60664,606 65,48265,482

42.142.1

64,78364,783

0

20

40

60

80

100

6,577

訪販グループ　△2,823

フードグループ

その他

セグメント間取引消去及び全社費用

△266

217

946

4,651

2020年
3月期

2021年
3月期

159,102

訪販グループ　△5,696

フードグループ

その他

2020年
3月期

2021年
3月期 153,770

セグメント間取引消去

297

480

△413

財務の概況

1. 経営成績の分析

▉ 概況

　2021年3月期（以下「当期」という）の経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大（以下「コロナ」という）とともに急速に
悪化し、極めて厳しい状況となりました。期中、減少しかけた新規感染者数も数度にわたるリバウンドを経て当期末には再
び増加に転じており、コロナ収束時期は見通せず、徐々に活性化しつつあった経済活動についても先行きの不透明感が一
層高まる状況となりました。そのような環境のなか、「中期経営方針2018」の最終年度を迎えた当社は、コロナ禍という経
営環境の激変に鑑み、フランチャイズチェーンの維持という当社最大の責務を果たすべく、お客様、フランチャイズ加盟店、
従業員の安全確保を最優先しつつ売上回復施策に注力するとともに、この事業環境の変化を新たな成長の機会と捉えた
戦略の立案と実行に取り組みました。
　お客様のくらしのリズムを整える「生活調律業」を目指す訪販グループは、高まる衛生ニーズへの対応として、既存レンタル商
品に使用している素材や吸着剤、除菌剤等についてウイルス減少効果の研究開発に取り組み、第三者機関の確認、認証が得
られた商品の周知と販売に注力しました。また、衛生関連商品や役務提供サービスを組み合わせた衛生清掃パックの開発、イ
ベント会場等の衛生マネジメント等、新商品・サービスの開発、提供も行い、生活者・事業者の「衛生環境を整えるダスキン」
への進化を図るとともに、その認知度向上の広告施策にも取り組みました。
　フードグループにおいても、コロナ対策を中心とする取り組みとなりました。事業開始から50周年を迎えた主力のミス
タードーナツは、イートイン需要が減退する中、“misdo meets”等によるテイクアウト需要の取り込みに全力を挙げると同
時に、俳優の菅田将暉氏を50周年アンバサダーに起用したプロモーションを実施しました。また、お客様の安全面に万全
を期すため、お客様自身に商品を取っていただくカフェテリア形式店舗の全ショーケースの扉付きへの変更を完了しました。
　当期は、各執行役員の責任明確化を図るための制度見直しや前期整備した経営陣の後継者育成プランの運用開始等、
コーポレート・ガバナンス強化も図りました。

▉ 売上高及び営業利益

　当期は、ミスタードーナツが増収となったことでフードグループが増収となったものの、訪販グループがコロナの影響を受
け減収となったことにより、連結売上高は前期から53億32百万円（3.4%）減少し1,537億70百万円、連結営業利益は
前期から19億26百万円（29.3%）減少し46億51百万円となりました。減収による売上総利益の減少に加えて、ミスタ
ードーナツにおけるカフェテリアショーケース扉設置費用（11億37百万円）の計上や第4四半期に実施した「衛生環境を
整えるダスキン」浸透のための広告施策費用の計上等により減益となったものです。

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しています。
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